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?本稿は，2003年９月６日㈯大学教育学会北海道支
部第１回研究会（於 北海道大学）において，シン
ポジウム「目的に即した授業設計」で口頭発表した
ものを，当日の雰囲気をできるだけそのまま伝える
ために，可能な限り発表したままの文体で記したも
のである。
この発表の内容はすでに，「テキスト選定と授業評
価の実状―?「酪農英語」に取り組んで―?」という
タイトルで，『大学教育学会誌』（2004，第26巻第１
号）に掲載されているが，今回，あえて，本学の紀
要に掲載したのは，『学会誌』では，?事例研究>と
いう制約もあって，口頭発表のかなりの部分を割愛
せざるをえなかったためと，その後の「酪農英語」
を受け持った経験を通して，現今の FDにおける
キーワードともなっている「授業評価」について，
改めて，いささか考えるところがあり，加筆したた
めである。
当初の予定としては，本稿の後半で，「授業評価」
についての私見を述べる予定であったが，本稿の内
容とは，少なからず，波長が異なるものとなるため，
「授業評価」については，独立した別個の論考として，
次号の本学紀要に掲載の予定である。また2002年度
に始まった「酪農英語」は，今年2005年で４回目を
迎えることになるが，2003年度以降の「酪農英語」
が，初年度と比べて，どのようになったかの経過報
告についても，「授業評価」の問題と併せて，次号で
述べる予定である。
なお，「酪農英語」の開講は，当時の短期大学部の
学科長であった佐々木先生と教務委員の筒井先生の
助言・助力なしにはなしえなかったことであり，こ
こに改めて，心より感謝の意を表したい。
序
「酪農英語への取り組み」というテーマでお話させ
ていただきます。昨今の大学英語教育の一つの傾向
として，専門に役立つ英語ということが要求されて
きているといえるのではないかと思いますが，ビジ
ネス英語，秘書英語はいうに及ばず，今や大学英語
テキストの分野では，医学英語，看護英語，科学英
語，環境英語といったテキストが年々増える傾向に
あり，近年では，経済学部の学生のための英語テキ
ストが売れ行き好調といったことが結構話題になっ
たりしています。また，札幌のいくつかの大学にお
いても，それぞれの学部が，いわゆる教養英語につ
いて，「学部の内容に関係のあるこれこれのものを教
えて欲しい」といった要望を英語教員に出している
といったことも多くなっていると聞いています。
もっとも，これは，大学側からの要望だけでなく，
昨今の学生の側からの役に立つ英語への要求への表
れとも解釈できるのではないかと思います。
しかし，このような，専門に役立つ英語という大
学英語教育の流れの中にあっても，やはり，「酪農英
語」というのは，きわめて，特殊な科目であると思
います。その何よりの証拠として，実は，本日のプ
ログラムでは「酪農英語」というタイトルになって
いるのですが，初めにいただいたプログラムでは，
私が今回のシンポジウムのテーマとして連絡した
「酪農英語への取り組み」が，どこでどう変わったの
か，いつのまにやら，「獣医英語への取り組み」とい
うタイトルになっていたというのは，何よりの証拠
ではないかと思います。これには私もビックリ仰天
しました。伝言ゲームでも，こうまでは変わらない
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のではないかと思います。おそらく，間に入った人
の「『酪農英語』？そんなの聞いたことがない，『獣医
英語』の間違いだろう」といった思い込みの心理が，
この名称変更の背後にあったのかもしれません。
かくいう私自身も，はじめて「酪農英語」という
言葉を聞いたとき，「え？ それナーニ？」という印
象を持ったというのが正直なところです。
そもそも酪農学部のある大学は，日本でも唯一わ
が酪農学園大学だけであり，ということは，「酪農英
語」があるのは，酪農学園大学だけということにな
ります。
実は，今回のシンポジウムを引き受けたのは，自
分が語学関係のシンポジウムの窓口になって，あち
こち声をかけたのですが，どうも，引き受けてくれ
る人がいなくて，「まぁ，しょうがないや」と，いわ
ば，義務感で引き受けたということもあり，今日の
私の発表である「酪農英語への取り組み」が，はた
して，本日のシンポジウムのテーマにマッチしたも
のなのだろうかということは，これを引き受けてか
らずうっと気になっていたところです。先程の安高
先生と，君島先生の非常に格調高いアカデミックな
発表を伺いまして，ますます，スタコラサッサと逃
げ出したい心境になっているというのが，正直なと
ころでして，今ここにいるのは，場違いな気がして
いるところです。本日のテーマは，「目的に即した授
業設計」という学問的な響きが感じられるタイトル
ですが，私の発表は，事例報告といったものですの
で気楽に聞いていただければと思います。
Ⅰ．「酪農英語」受講者の英語レベル
まず，「酪農英語」がスタートすることになった経
緯について簡単に説明させていただきます。勤務校
の酪農学園大学には酪農学部，獣医学部，環境シス
テ学部の他に，酪農・農業の後継者を育成するため
の短期大学部酪農学科があります。定員は50名です
が，例年70名程の学生が北海道だけでなく，全国か
ら集まり，出身高校は普通科の他に農業系，商業系，
工業系等の出身の学生が約半数で，正直なところ英
語が好きではない学生が大多数を占めているといっ
ても過言ではありません。「酪農英語」は１年生の後
期開講の選択科目です。一方，必修科目の英語とし
て，前期に約70名の学生を機械的に出席番号順に２
クラスに分け「基礎英語」を開講しています。’02年
度の新カリキュラムから，「酪農英語」がスタートし
たのですが，当初の予想は20名位かと思っていまし
たが，35名の履修登録者数があり，初回から出席し
なかった，もしくは，途中から出席しなくなった学
生10余名を除き，24名が単位を取得しました。決し
て英語が好きでない学生がなぜ，選択科目で，とら
なくてもよい「酪農英語」をとるのか，そのあたり
から話を始めたいと思います。
Ⅱ．受講者の選択理由
初回の授業時に，なぜ「酪農英語」を選択するこ
とにしたのかを全く自由にＢ６版の用紙に５分程で
書いてもらいました。学生の氏名は「書いても書か
なくてもどちらでもよいが，私としては書いても
らった方がありがたい」と言いましたところ，無記
名は５名でした。
選択した理由を多い順に並べますと
①「牛・酪農に関心があるから」あるいは「酪農英語
というのは習ったこともなく興味があった」とい
う学生が 14名
②単位を取得するため ７名
③留学したときに役立ちそう，使える英語だと思っ
たので ４名
④先生が好きだから ３名
⑤将来酪農に関する仕事につきたいし，役立つと
思った ２名
というものでした。
最も回答が多かった「牛・酪農に関心があるから」
あるいは「酪農英語というのは習ったこともなく興
味があった」と答えた14名の学生の中には，「英語
は大嫌いとか苦手」と明記した学生は６名いるので
すが，２番目に回答が多かった「単位を取得するた
め」の７名の学生は，もし英語が嫌いであるならば，
この「酪農英語」で単位をとる必要はどこにもない
のであって，さすがに，「英語は大嫌いとか苦手」と
記した学生は皆無でした。ということは，「単位を取
得するため」この科目をとったグループについても，
「酪農英語」に興味・関心があったからということが
いえるのではないかと思います。要するに，「酪農英
語」というネーミングは，これをとった学生にとっ
ては，強いインパクトがあって，学生の興味・関心
をひきつけるものであったということです。
しかし，「酪農英語」が学生をひきつける何か不思
議な力をもっていたとしても，この科目を教える側
となると話は全く別です。このような未知の科目は，
教員の誰もが敬遠したいところです。正直なところ，
短期大学部酪農学科の新カリキュラムに，「酪農英
語」という科目名が出てきたときには，第２外国語
を含む酪農学園大学の専任スタッフ５名（英語３（１
人はネイティブ），独語１，仏語１）が「酪農英語」
というネーミングには冷笑的で，「何をもって酪農英
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語とするのか」，「そもそも酪農日本語というものは
存在するのか」，「テキストはどうするのか？」，「短
期大学部の誰かが専門科目として教えるのだろう」
といったような，かなり冷ややかな反応であったこ
とは確かです。この背後には，こんな科目を自分が
受け持たされてはかなわないという心理があったこ
とは確かであり，みんなが，これまたスタコラサッ
サの逃げ腰で，身に迫る危機を振り払おうとするの
に必死であったといえます。もちろん，「今だから言
える」ということになりますが，私もその１人であっ
たと告白しなければなりません。
Ⅲ．「酪農英語」担当に至るまで
次に，なぜ私が担当するようになったのか，テキ
ストはどのようにして決まったのかということにつ
いてお話したいと思います。私が担当することに
なった理由は単純明快でして，「酪農英語」の担当を，
非常勤を含む英語の担当者から断られたことと，た
またま私が，英語の時間割調整の窓口になっていた
ということです。これは，今回のシンポジウムの発
表を引き受けざるを得なかったのとなぜか全く同じ
理由ということになります。それにしても，つくづ
く，窓口というのは危険な役割でして，うかつに窓
口は引き受けるものではないと痛感します。
とはいえ，「酪農英語」が何を目的，目標にしてい
るのか全くわからないのに，引き受けるというのは
不可能でしたので，学科長の佐々木先生と何度か話
をしました。短期大学部酪農学科の新カリキュラム
の目指すものは端的にいうと，「２年間で中途半端に
終わることのない専門教育と現場主義である」との
ことでした。この現場主義を「酪農英語」にあては
めますと，一般的な日常会話は２年生の前期と後期
に開講のコミュニケーション・イングリッシュ?・
?で履修するため，この「酪農英語」では，海外で
の farm stayに役立つ英語をイメージしたものにし
て欲しいとのことでした。
Ⅳ．テキスト選定の難しさ
さて，そうなると酪農家の日常会話の中で使われ
る，主に酪農に関する単語，文章について学ぶ授業
であるということになります。といっても，英単語
を学ぶ授業だけですと単調すぎて，授業は退屈きわ
まりないものになります。実際に，英単語を羅列し
たものは，『アイ・シー・オール』??とか『アメリカ
ン・ピクトペディア』??，『アメリカン・ワードグラ
フィカ』??，Oxford Photo Dictionary??といったもの
があります。しかし，英語の苦手な学生にも楽しく
読めて，かつ，酪農に必要な英語が過不足なく使用
され，半期で終わる分量で，さらに，ある程度ストー
リー性があって，酪農の写真やイラストもあって
……そんな夢のようなテキストがあるのだろうか，
というのが正直なところでした。もし，仮に私がこ
の種のテキストを編集しなければならなかったと仮
定しますと，まず，私が海外で実際に farm stayを
行ってみる必要があり，春・夏・秋・冬の仕事を体
験しなければならなかったと思いますが，このよう
なことは，時間的にも体力的にも不可能です。もと
より，「酪農学部」は日本で本学だけであり，採算割
れとなる市販の「酪農英語」のテキストなどあるは
ずもありません。
要するに，一番の悩みは，まさに，このテキスト
選びだったのです。もちろん，この問題は，「酪農英
語」という名称を聞いたときから誰もが予想したこ
とであり，それゆえ，私も含め関係者が，スタコラ
サッサの逃げ腰になっていた理由です。
しかし，その夢のようなテキストはあったのです。
これがそれです。―?Hooray for Dairy Farming!
（N.Y.,Crabtree Publishing Company,1997）。こ
れは，学科長の佐々木先生自らが，インターネット
のアマゾンの洋書で探したとのことですが，はじめ
dairyだけで検索したところ約750件もあったそう
です。さらに dairyを dairy farmingにし，for chil-
drenを加えたりと，試行錯誤のすえ，ついにこの本
を見つけたとのことでした。これを見つけたのは，
松本清張の『十万分の一の偶然』という推理小説が
ありますが，まさに，十万分の一位以上の偶然とい
えたかもしれません。というのは，私もテキスト探
しをしていたのですが，アマゾンで検索しても，絵
本であったり，子供に単語を覚えさせることを主眼
としたものであったりと，テキストとして使えない
ものばかりでした。アマゾン以外には，紀伊國屋，
三省堂，丸善にも問い合わせをしましたし，JICA
（Japan International Cooperation Agency国際協
力機構）にも問い合わせをしましたが，見つかりま
せんでした。それゆえ，学科長の佐々木先生から，
この本を見せられたときは，「ヤッタ！」という心境
でした。この８月末に「愛は地球を救う」という日
本テレビの24時間番組がありましたが，まさに，「良
いテキストは英語教師を救う」といえるかもしれま
せん。
余談になりますが，毎年５月末には後期の開講科
目も含めすべての科目の履修者数が確定しますの
で，昨年は，当初の履修登録者35名に10冊をプラ
スして45冊を，大学生協を通して海外発注し，後期
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の授業には充分余裕をもって臨んでいたのですが，
初回の授業の時に，「テキストが売り切れで買えな
かった」という学生が３名程おりました。生協に問
い合わせたところ，理由は「かわいい」と買っていっ
た学生がいたり，カナダのアルバータ大学への留学
窓口となっているエクステンションセンターの職員
が買ったり，あるいは，何名かの教員も買っていっ
たとのことでした。
Ⅴ．酪農専門用語における日英語の比較
テキストが決まりまして，あとはスンナリいくか
と思いましたが，英語の酪農用語を日本語で何とい
うのかという問題がありましたが，とにかく，私は
酪農に関しては全くの素人なわけですから，最初に
私が行ったことは大学の牛舎に入ってみることでし
た。（ちなみに，酪農学園大学には，2000年11月に，
最新の設備を備えたインテリジェント牛舎なるもの
が完成し，酪農学園大学の目玉の一つになっていま
す。インテリジェント牛舎というのは，この牛舎に
いる牛がインテリジェントであるという意味ではあ
りません。コンピューターによって集中管理された
牛舎という意味です）。
まず，『研究社新英和大辞典第六版』，『ランダムハ
ウス英和大辞典第２版』は，どちらも「畜産」の専
門語執筆・校閲者が載っていますが，専門用語はほ
とんど載っておらず，載っていたとしても酪農の現
場での訳語ではなく，おのずと，専門用語は，『新編
畜産用語辞典』??に頼らざるを得ませんでした（た
だし，この辞典があるのを知ったのは，授業が始まっ
てしばらくたってからです）。また，‘rake’??を「レー
キ」，‘round bales’??を「ロールベール」と呼ぶなど
といった，カタカナ表記の訳語については，私自身
がとまどいを感じざるを得ませんでした。
しかし，私が酪農について全く知識がないという
ことを初回の授業で学生に伝えたことが，学生との
間に rapport（親密な関係)を生み出すのに役立った
面もあります。最初に申し上げましたように，短大
部の酪農学科には実家が酪農業を営んでいて，将来，
酪農業の後継者となる学生がいるわけで，彼等は小
さい頃から酪農業に慣れ親しんで，自然に，酪農業
を体験してきており，牛舎が初めてという私とは，
酪農の知識については，おおげさにいえば，大学教
授と赤子の差はあるのではないかと思われます。
例をあげますと，例えば〝The calf is weaned
 
when it is about six weeks old."??「子牛は生まれ
て約６週間すると乳離れさせられる」において‘six
 
weeks old’は「６週令」と言い，または「耳につけ
た番号札」の意味である‘ear tag’を「耳標（じひょ
う）」と呼び，「まだ子を産んでいない雌牛」と辞書
には訳が載っている‘heifer’は，「未経産牛」と呼ば
れ，それに対し‘cow’を「経産牛」と呼ぶ??といった
知識は，学生から教わりました。
このような一般の辞典にも載っていない知識を，
学生が自信たっぷりに「先生は，そんなことも知ら
ないの？」と私に教えてくれることは，私にとって
は非常に楽しい，嬉しいひと時でした。学生から教
えてもらうことが一つのきっかけとなって，狂牛病，
不正表示の問題へと話題が発展していくこともあり
ましたし，また，英語が決して好きとはいえない学
生が授業に参加しているという実感も得ることがで
きたからです。
Ⅵ．受講生の反応
しかし，すべてがうまくいったわけではありませ
ん。後期の試験のとき，半年の授業を振返って，「授
業に対する要望点と学生自身の反省点」???を書いて
もらったところ，「専門英語は確実な訳に統一すべ
き」という声がありました。（例えば，先程の「耳に
つけた札」を「耳標」，「子を産んでいない雌牛」を
「経産牛」に等）。
また，「先生とよく議論していたのは前の方に座っ
ていた学生だけで，彼等の家だけが牛を飼っている
わけでないのだから，皆の意見も聞いてほしかった」
との意見もありました。また，〝Let’s Go to the
 
Farm"というビデオを通信販売のカタログの中で
まさに偶然に見つけ，―?ちなみにこれも「子供のた
めの英会話教材」のカタログの中から選んだもので
す―?10月中旬に注文したのですが，普通は３週間
位で届くはずが，何かの手違いで２ヶ月余りもか
かってしまい，最後の授業に１回しか見せることが
できなかったことに対し，「テキストを学び始める前
に一度ビデオを見て，テキストを終えてからもう一
度見たかった」という声もありました。このビデオ
はバーモンド州の酪農家の一日の生活と春から冬ま
での酪農家の仕事がどのようなものかが語られる
60分のビデオで，雪深い冬の生活は，まさに北海道
そのものという感じでした。今後は学生の要望に応
え，テキストを学ぶ前と，テキストを終えた後に見
せる予定です。このような「視聴覚教材をもっと見
せてほしい」という要望もありましたが，とは言う
ものの，これをしのぐビデオがあるとも思えず，む
しろ，よくこのようなビデオがあったものだという
のが率直な思いです。
また，私にとって意外だった学生の授業への要望
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として，「授業の進め方がはやかった」という声が
あったことです。写真やイラストが多いので，それ
らを除いて英文２ページを目途にして進み，学生も
非常によく予習してきましたし，質問の時間も適宜
とったのですが，非常によくできる学生が，「進み方
がはやかった」というのであれば，もっと構文説明
等に時間をかけるべきでしたし，「私の訳は参考程度
にして下さい」といったことが，学生にとっては不
安を与えたのかもしれず，自分にとっての反省材料
といえます。授業中に，「先生，そこの訳をもう一度
言って下さい」と言う声があったのを思い出します。
しかし，大方は好意的な感想がほとんどでした。
「全く知らない酪農英語がでてきたりしたので，普通
の英語とは違う楽しさがありました」，「普段，授業
で習うことが英語で書かれている内容だったので，
普通の英語よりも，より深い関心を持てて，それに
理解しやすかった」，「みなで授業をやっているとい
う形がとれていて，とても楽しかったので，私もちゃ
んと予習をしていこうという気持ちになれました」
とのコメントを書いてくれた学生もいました。また，
授業をとっている以外の学生からも，酪農学園大学
のキャンパス内で，「先生は短大の酪農学科で酪農英
語を教えていますよね。僕は獣医を落ちて，第２志
望で環境システム学部に入ったのですが，動物が好
きだから是非，酪農英語の授業に出たかったのです
が，必修科目の授業と重なってしまって，今年はと
ることができなかったので，来年，必修科目と重な
らなければ絶対に出たいのでお願いします。」と言わ
れたときは，正直なところ嬉しい驚きでした。
また，学科長の佐々木先生は，’03年５月発行の酪
農学園後援会便り「身土不二」???で，酪農短大のカリ
キュラム改定の一つとしての「酪農英語」のことを
とりあげ，「……一年生の後期に酪農英語を開講して
いるが，これは酪農に関する単語がふんだんに出て
くるテキストを用いて，英語力をアップしようとす
るねらいをもって創設された科目である」と述べて
いますが，この目的はほぼ達成されたのではないか
と自分でも自負しています。
Ⅶ．今後の課題と問題点
半年間の「酪農英語」を担当して痛切に感じるこ
とは，最初申し上げましたように，当初，語学担当
教員の間では冷ややかな反応であった「酪農英語」
のように非常に特殊なものであっても，学生の要望
に沿うものであったということです。
大学の酪農学部４学科と短大酪農学科は合同で，
’03年３月に，『酪農学部 教育・研究の推進を目指し
て 2001～2002』という２年間にわたる FDの報告書
を出しました。その中で，食品流通学科のある教員
が「短大の方では酪農英語というのをやっているら
しいです。食品流通学科がどういう英語をやってい
るかわからないのだけれども，例えば，アメリカの
スーパーマーケットではこういう売り方をしている
とかの解説があった方がいいのかなと思うのです
が，どうですか」と学生に質問しているのですが，
結論は，「新カリキュラムの時事英語に期待しましょ
う」???で一応終わっています。
ただ，英語を担当する方から言わせてもらえば，
「時事英語」に「食品流通英語」を期待するのは，あ
まりにムチャクチャな話という気がします。まず，
何をもって「食品流通英語」とするのか目的がわか
らないため，授業設定ができません。スーパーマー
ケットでの売り方だけでは，１回分90分の授業時間
ですら余って，ネタ切れになってしまうと思います。
その点，「酪農英語」は，はっきりした目標がある
ように思います。「酪農英語」よりもさらに漠然とし
た「食品流通英語」，あるいは経済学部の経済ならと
もかく「農業経済英語」となると「酪農英語」のよ
うな良いテキストがみつかるかどうかは疑問である
といえます。このことは，どの程度までの「特殊性」
であれば「授業科目」として成り立つのかという問
題といえるかもしれません。
Ⅷ．結 び
ここで，本日のテーマ「目的に即した授業設計」
を「酪農英語」についてまとめさせていただきます
と，まず第一に，「学生が何を学びたいのかという目
的をつかむこと」―?これは酪農英語という非常に
特殊な英語であったので，その分，いわゆる教養的
な英語?・?という科目よりは授業設計が明確で
あったといえます。第二に，「それにふさわしいテキ
ストを見出すこと」だと思います。酪農英語は特殊
な英語でしたが，このテキストに関しては，まさに
偶然性によって救われたとしか言いようがありませ
ん。第三に，その特殊な分野の専門家のアドヴァイ
スなりサポート体制が必要だと思います。私が偶然
にもテキストとビデオを見出すことができた他に，
短大部には，当然のことながら酪農の専門家がおり
ますので，不明瞭なことはサポートしてもらえ，そ
の一つとして実際に，牛舎に入ってみたことです。
第四に，これはどの科目についても共通することで
すが「教員には準備と熱意・技量が問われること」
だと思います。私はそれなりの準備はしましたが，
学生の反応と熱意で良い雰囲気 rapportを作り上げ
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ることができました。
個人的なことになりますが，かつての私の大学時
代の恩師が，「授業に行くのが楽しくて仕方ないテキ
ストでなければならない」と言っていたのを思い出
します。私にとっても，このテキストはそのような
テキストであったといえます。もちろん，気に入っ
たテキストであれば，教員は熱意をもって授業する
ということにつながります。逆に，自分の体験とし
ても，テキスト選びに失敗し，毎回授業に行くのに
気がすすまなかった時もあります。教員の気が進ま
ないのであれば，学生のやる気については言うに及
ばずです。まず，学生のやる気を引き出すには，教
員自らがやる気をみせねばならないということで
しょうか。
このところ，大学関係者であれば，FDという用語
は，頻繁に耳にすると思います。私としても否応な
しに，人並みにはこのことについては関心をもつよ
うになり，この７月には，北大で，本日ここにいらっ
しゃる小笠原先生がコーディネイトして下さった，
ワシントン大学のギルモア博士の講演会に出席させ
ていただきました。???
また，あちこちの大学の点検評価，あるいは，授
業評価報告書というものを眼にするようになりまし
た。
その中でも，つい先ごろ，本州のある大学の「学
生による授業評価」をみていたとき，あるデータが
私の眼にとまりました。それは，「授業に対する意欲」
という項目で，意欲を持って授業にのぞんだ学生と，
意欲を持つことなしに授業にのぞんだ学生がそれぞ
れ，授業に対してどのような評価をしているのか（以
下のゴシック体は筆者）というものでした。???その
結果たるや，きわめてはっきりしたもので，私は非
常に驚くと同時に意を強くしました。この報告書で
は，この調査結果について次のように結論づけてい
ます。
「学生の授業に対する意欲の度合いによって，授業
評価には大きな差がある。『授業に対して非常に意欲
をもって出席した』学生の評価はほとんどの項目で
4.0以上あり，総合評価も4.3である。反対に『授業
に対してほとんど意欲をもっていなかった』学生の
評価はほとんどの項目が２点台であり，総合評価も
2.7と低い」。???
要するに，これはどういうことかと言いますと，
やる気のある学生は授業にまじめに参加し，当然，
授業から得るものは多々あることになり，授業を高
く評価するが，逆に，やる気のない学生は，授業を
まじめに聞くこともなく，そうすると，授業はつま
らないものとなり，よって，授業から何も得るもの
もなくなり，授業については低い評価をすることに
なる，ということであって，このデータこそは，ま
さに，授業についての真実を述べたものであると思
われます。私は，このデータの結果をみて，眼から
うろこが落ちた気がしました。
「酪農英語」をこの点から考えるとどのようになる
かということになりますが，すでに述べてきたよう
に，学生の「酪農英語」に対する，興味・関心の高
さ，テキストの魅力等からして，学生は，「授業に対
して非常に意欲をもって出席した」ということにな
るのではないかと思います。よって，当然，大方の
学生は予習も十分にし，よって，授業から得るもの
があり，おそらく，「酪農英語」には，もし，学生が
評価を与えたとしたら，高い評価を与えたのではな
いでしょうか。
実は，先程の報告書にはさらに続きがあって，次
のように結ばれています。
「授業は教員と学生のチームワークといわれるが，
授業に対する学生の学習意欲や関心をいかに高める
かが，授業の成果を左右するといえる」。???
私もこの発表で，rapport（親密な関係）と言う語
をつかってきましたが，結局は，授業というものは，
教員と学生の人間関係のチームワークであるという
気がします。
ちょっと余談になりますが，私は，英語教育の専
門ではありませんが，英語には英語教育という専門
分野があります。この学会は，JACET（The
 
Japanese Association of College English Teachers
大学英語教育学会）と言われ，英語教員の参加する
学会では最も大きなものです。この分野にも様々な
領域があるわけですが，この中には，どうやって，
英語を教えるのが効果的かという研究があることも
確かで，また，その研究の蓄積も膨大なものである
といえます。しかし，現実では，英語教授法が進歩
しているからといって，昔の学生と比べて，今の学
生の英語の力がついているということはありえませ
ん。また，辞書についても日進月歩で年々進歩して
いるわけですが，学生の英語の力が辞書の進歩に比
例してついてきたということも全くありえないこと
です。極端なことをいいますと，英語教授法・辞書
の進歩と反比例して学生の英語の力は落ちてきてい
るといえるかもしれません。少なくても，力がつい
てきているという証拠はどこにもないと断言できる
のでないかと思っています。
要するに，教員が教え，学生が学ぶという，教員
と学生の「チームワーク」である授業は，進歩の蓄
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積が非常に難しい分野ではないかということです。
なぜなら，授業の基本は，教員と学生の人間関係で
あり，それは，新学期ごとに，ゼロからのスタート
となるからです。よって，学生の授業評価を実施す
るのに比例して，授業も年ごとに改善され，学生の
授業評価もよくなり，満足度も高くなっていくとい
うことが右肩上がりに続くとは，私には思えないの
です。
（’03年７月のギルモア博士の講演で印象に残ってい
ることがあります。博士は，学生の教員に対する評
価が年に変わりなく一定している数字は，信頼でき
る数字であると言いました。すると，それに対して，
「学生の評価の数字に変化がないということは，授業
改善がなされていないということではないか」とい
う質問がでましたが，ギルモア博士が苦笑しながら，
「その質問に対しては，〝Yes"であり〝No"である」
と答えたことが印象的でした。私がこの質疑応答で
感じたことは，授業改善の進歩というのは蓄積が難
しい分野であり，授業で大事なのは，単に技術的，
テクニック的なものではなく，それよりは，毎回の
教員と学生の心のやりとりではないかということで
す。単なる教員の技術的な進歩で，学生の評価があ
がるとは思えません）。
本日のテーマは，「目的に即した授業設計」という
ことですが，これもつきつめていきますと，目的に
即した授業をすることによって，学生の興味と関心
とやる気を引き出し，かつ，教員の側も熱意をもっ
て授業をすることによって，学生と教員の心の通い
合いを促すひとつの手立てになるのではないかとい
うことです。ということは，先程，「良いテキストは
授業を救う」といいましたが，これも，つきつめる
と，24時間テレビではないのですが，「愛は授業を救
う」ということになるのではないかと思います。
最後になりましたが，非常に特殊な「酪農英語」
について，話をさせていただきましたが，今後，増
えていくであろうと思われる特殊な分野における
「目的に即した授業設計」に少しでも，お役にたてれ
ば幸いです。
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なお，本稿を発表した学会当日の午前中に口
頭発表された，札幌大学の平尾三郎氏による，
「自己点検・評価における学生の位置づけ」とい
うタイトルでの研究発表は非常に興味深いもの
があった。平尾氏は，学生への，「あなたはなぜ
この授業を受講しましたか」という質問に対す
る回答と，総合評価の結果の関連性を調査し，
「学生による授業の総合評価に最も影響を与え
るものは，教員側にあるのではなく，学生側の
授業の『受講理由』であるということである」
と結論づけている。つまり，「授業の内容やテー
マに興味があったから」と答えたグループの学
生は，授業を高く評価しているのに対し，「必修
科目あるいは進級や卒業に必要な科目だったか
ら」と答えたグループは，授業に低い評価しか
与えていないということである。これは，本稿
でふれた，横浜商科大学でのアンケート集計の
結論と全く同じである。これらの調査結果には，
「教育」とは何か，あるいは，「学ぶ」とはどう
いうことなのかといった教育の根本問題に対す
る解答の一端が示されているようにも思われ
る。
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ちなみに英語学会の大御所ともいうべき安井
稔氏は，英語教育について「教室における英語
教育を成功させるために鉄則は二つある。一つ
は，よくできる先生がいるということ。もう一
つは，熱意のある生徒がいるということ。この
どちらが欠けていても，成功はおぼつかない」
（安井稔，「早期英語教育に思う」『大塚フォーラ
ム』2000，第18号，p.14）と断言しているが，
このことは，英語の授業のみならず，すべての
教科についてもあてはまるものであると思われ
る。
いつの時代であっても，満足のいく授業のた
めには，安井氏のいう二つのことが最も重要で
あることに変わりはないということができるの
ではないだろうか。
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